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RI特別月間テーマ：「平和と紛争予防/紛争解決」 

国際ロータリー 第2840地区 
2018－2019年度ガバナー 
宮内 敦夫 
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ガバナーメッセージ 

 平成最後の新年を迎え、早や一か月過ぎました。4月末で平成が終わり、新しい元号の時代

になります。私の年度も7か月を過ぎ、大きな行事は大方終わりました。しかし、2月以降も新

会員セミナーをはじめ、いくつかの重要な行事があります。1年間のクラブの活動を分区内で

語り合っていただくIMがあります。分区担当のガバナー補佐を中心に独創性のあるIMを企画

してください。クラブの本年度の活動報告と分区内会員の友情交換の場となるようにしてくだ

さい。 

 日本は、4月から外国人労働者に国の門扉を開く法律が施行されます。現在250万の公認の

外国人労働者に加えて新たに5年間で45万人の労働者を受け入れるようになります。何年かす

れば、家族を本国から迎えることになります。すると、すぐ1000万を超す外国人が住むこと

になるでしょう。相手の領分を侵さない社会を共存社会といい、互いに助け合う社会を共生社

会といいますが、後者でありたいものです。 

 今まで日本人は、日本と外国、日本人と外国人、日本文化と異文化とういう区分で物事を考

えてきましたが、これからは、その考え方を根底から変えなければならないでしょう。多国籍

の人種が自分の近隣に住み、異なる風俗・習慣・文化が日常となります。外国に行かずとも、

国内において、今いる地域社会において、否をなく異文化を理解し、異文化と交流することに

なります。こういう社会を多文化共生社会(Multicultural Society)といいますが、今年の新元

号はその始まりとなるのです。多文化社会の成功国はカナダです。もともとヨーロッパやアジ

アのいろいろな国からの移民で作られた国です。言語は英語だけでなく、自国の言語を認めて

います。対照的なのはアメリカです。アメリカ市民になるためには英語を話せることが条件で

す。日本はアメリカ式で日本語が話せることが条件のようです。 

 外国人労働人口が増えることは、外国人旅行者が増えるのとはまるで違います。異文化・異

宗教までも受け入れることです。長い間には対立もあるでしょう。それを乗り越える覚悟も必

要です。ロータリーの目的：第4「奉仕の理想で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通

じて、国際理解、親善、平和を推進すること」とありますが、この精神で多文化社会をより良

い方向に推進し、すべての人々が仲良く共生できるようにすることがロータリアンの大きな責

務となることでしょう。 

 今月は「平和と紛争予防/紛争解決」月間です。外国人との共生が本格的に始まる新元号年

度は、世界と言わずとも日本国内の平和と紛争予防/紛争解決のスタートです。われわれは、

ロータリアンの精神をもってどのような社会貢献をすべきか考えてみましょう。 



ロータリークラブ会長 各位 
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ガバナー候補者推薦のお願い 

重要： あらためて、地区ガバナー候補者(2021-2022年度)
 のクラブからの推薦をお願いします 

 ガバナー 宮内 敦夫 
 ガバナー指名委員会委員長 本田 博己 

 昨年のガバナー月信9月号におきまして、「2021－2022年度の地区ガバナー候補者」を
2018年12月末までにご推薦いただくよう各クラブにご案内申し上げましたが、残念ながら
期日までに推薦はありませんでした。 
 近年、2840地区ではクラブとともに地区戦略計画を推進し、大きな成果を上げています。 
ガバナーの選出は、今後の地区発展のための最重要事項です。貴クラブでリーダーシップを
発揮されたパスト会長(現会長含む)の中から、地区をリードする意欲と情熱をお持ちの会員
のご推薦を、あらためてお願い申し上げます。 
 つきましては、ＲＩ細則１４条２節４項(クラブからガバナーノミニーを推薦)に基づき、
2021－2022年度国際ロータリー第2840地区ガバナー候補者を、2019年3月31日までに、
ご推薦賜りたくお願い申し上げます。 
 なお、それまでにクラブからの推薦がない場合は、ガバナー指名委員会でガバナー候補者
の選考を進めることになりますのでご承知おきください。 

記 

 地区ガバナー候補者の資格要件として、下記の各項が要求されます。 

 詳しくは2016年手続要覧（71・72ページ）をご参照ください。 

 （1）地区内のクラブの瑕疵なき会員であること 

 （2）完全に会員資格を有する者 

 （3）クラブ会長を全期務めたことのある者 

 （4）ガバナーの任務と責任を果たす意思と能力のある者 

 （5）ガバナー就任時点で通算7年以上クラブ会員であること 

  ガバナー候補者推薦状は、RI細則14条2節4項をご参照の上、 

 クラブ例会で採択された決議の形で、クラブ幹事が正式に証明した文書をもって、 

 2019 年 3 月 31 日 までに、宮内ガバナー事務所にご提出ください。 

送付先   〒371－0855  

 群馬県前橋市問屋町2-2 前橋問屋センター会館1階 

      宮内ガバナー事務所 



地区内各クラブ会長・幹事 様 
 国際ロータリー第2840地区 
 ガバナー 宮内 敦夫 
 地区審議会立法案検討委員会 
 委員長 曽我 隆一 
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2019年決議審議会 決議案提出のお願い 

 平素より地区運営にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 本年で3回目となります国際ロータリーの「決議審議会」がオンラインで今秋10月に予定

されています。 

 従いまして、各クラブから積極的に決議審議会に向けて多くの決議案を提出して頂きたく、

下記要領にて、クラブ内で十分ご検討の上ご提出方を宜しくお願い申し上げます。 

＊ 決議審議会で審議される案件を「決議案」と呼んでいます。 

 「決議案」は、主にRI理事会に意見表明をするものです。 

＊ RI細則第8条 決議審議会（『2016年手続要覧』34~35ページ）参照 

記 

： 2019 年 3 月 31 日 (日) 

 

： 宮内ガバナー事務所・地区審議会立法案検討委員会あて 

 (ワード、オンライン) 

 

： 地区審議会立法案検討委員会にて審議検討の上、5月12日(日)開催の地

 区研修・協議会にて審議採択の上、6月30日までにRIへ提出、RIの事前

 審査後、通過決議案が10月15日～11月15日の間、各国・各地区代表議

 員によるオンライン審議会で賛否が決定、11月初旬に採択結果が開示さ

 れる。 

 

： ガバナー事務所経由にて曽我委員長宛てにお願いします。 

 

提 出 期 限 

 

提 出 先 

 

 

提出後の手続き 

 

 

 

 

 

問 い 合 わ せ 先 



開催日：平成31年1月6日(日) 16:00～17:45 
場 所：伊勢崎プリオパレス 
報告者：地区幹事 小暮 雅𠀋 
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第3回ガバナー諮問委員会 

 国際ロータリー第2840地区のパストガバナー13名(諮問委員)、宮内ガバナー、森田ガバナー

エレクト、山田ガバナーノミニー、小暮・新井・広瀬地区幹事、齊藤会計長、高橋財務委員の

計21名が出席し、第3回ガバナー諮問委員会が開催された。宮内ガバナーは年頭の挨拶の後、

議長として会議を進行しました。会議終了後、森田ガバナーエレクトの壮行会が開かれました。 

 

【報告事項】 

 １． 地区会員数報告 (過去17年度会員数月別推移数) 

  今年度1月1日現在 2146名 

 ２． 上期地区主要行事報告と下期主要行事予定 

 ３． 地区会計上期収支報告 

  広島地区を中心としたとした豪雨災害・北海道胆振地震に地区内クラブから沢山の義

  捐金を頂き、感謝を表す。又、地区運営資金は会員数の増加（7月以降34名増）によ

  り順調に推移している旨報告。 

 ４． 第2840地区 地区大会の概算報告 

  大会記念事業として上毛新聞「愛の募金」に30万円、ロータリー財団へ2000ドル、

  米山記念奨学基金に20万円の寄付をした。又、1076名の会員の登録に感謝の辞が

  あった。 

 ５. 2021～2022年度地区ガバナー候補者推薦の件現在候補者推薦は無い。立候補・推薦

  締め切り時期を本年3月末まで延長し再募集する。 

  ガバナーノミニー山田 邦子さんより挨拶があった。 

 ６. その他 

 ① ガバナー公式訪問を終えて 

   宮内ガバナーから公式訪問を終えての感想、クラブの問題点、依頼事項等の発

   表があった。 

 ② 第2840地区20周年記念式典・記念誌委員会報告 

 竹内パストガバナーより現在まで4回の委員会を開催。記念誌は200頁位になる

 見込み。 

 式典開催日は2020年2月23日(日)を予定。 

 

【諮問事項】 

次年度(森田年度)組織運営方針について 

森田ガバナーエレクトより、次年度地区運営方針・組織図・収支予算案が示され、諮問

委員よりご意見を賜わる。 

 



司会：地区副幹事 谷田川 敏幸 
 
 宮内敦夫ガバナー、森田高史ガバナーエレクトをはじめ42名参加で森田ガバナーエレクト壮
行会が開催されました。 
 開会に先立ち宮内ガバナーより上期が終了した事への感謝の気持ちと、森田ガバナーエレク
トへのエールが送られました。その後、森田ガバナーエレクトより壮行会開催のお礼と、1週
間の研修の意気込みが語られていました。 
 当日出席頂いたパストガバナーを代表して高木パストガバナーより激励のお言葉を頂き、田
中直前ガバナーの乾杯で懇親会が始まりました。 
 歓談後、宮内ガバナーより森田ガバナーエレクトへ餞別が贈呈され、清パストガバナーの閉
会挨拶で終了となりました。 
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森田高史ガバナーエレクト壮行会 

開催日：平成31年1月6日(日) 18:00～19:30 
場 所：伊勢崎プリオパレス 
報告者：地区副幹事 山本 樹 

宮内ガバナー挨拶 森田ガバナーエレクト
挨拶 

田中直前ガバナー乾杯 清パストガバナー 
閉会挨拶 

高木パストガバナー激励の言葉 



 ガバナー  宮内 敦夫 
 公共イメージ委員長  槻岡 行支 
 
 拝啓 立春の候、皆様にはご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、先般各クラブへお知らせ及びご依頼をさせて頂きましたが、本年度も群馬経済新聞様
のご協力を頂き、前年度に引き続き、ぐんま経済新聞に毎週、地区内45クラブのクラブ紹介
を掲載させて頂きます。 
 掲載要項と掲載予定を再度お知らせさせて頂きますので、ご確認下さいますようお願いい
たします。 
 尚、本年度は月信の紙面上で掲載面のご紹介ができませんので、掲載面は毎週木曜日発行
の「ぐんま経済新聞」でご確認頂けますようお願いいたします。 

敬具 
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ぐんま経済新聞掲載企画について 

【クラブ紹介記事 要項】 
１．木曜日発行の「ぐんま経済新聞」にて、国際ロータリー第2840地区の45クラブのクラ
ブ紹介を毎週1クラブずつ行う。 
２．記載項目 
 ●クラブ紹介(クラブの特徴やトピックス) 
 ●クラブ会長挨拶 
 ●クラブ概要(会長・幹事名、事務局所在地、例会情報など) 
 上記項目を600字程度で記述のこと 
３．会長顔写真を掲載 
４．フォーマットは下記の通り 
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記事掲載企画 

記事内容：クラブの紹介 
原稿(会長の写真を添えて)の提出先：ぐんま経済新聞社 小曽根 要人 様 

seisaku@gunkei.com  まで 

  
  

RC 
新聞掲載日 
（木曜日） 

原稿締切り日     
（厳守） 

第1分区 

前橋 2/7 

1/24 

前橋西 2/14 

前橋東 2/21 

前橋北 2/28 

前橋南 3/7 

前橋中央 3/14 

第6分区 

富岡 3/21 

3/7 

藤岡 3/28 

安中 4/4 

藤岡北 4/11 

富岡中央 4/18 

碓氷安中 4/25 

藤岡南 5/2 

富岡かぶら 5/9 

第5分区 

渋川 5/16 

4/18 

沼田 5/23 

草津 5/30 

中之条 6/6 

沼田中央 6/13 

渋川みどり 6/20 
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年間行事予定表 

開催日 項目 場所 

2019年 
『職業奉仕月間』 

1月 

6日(日) 
 第3回ガバナー諮問委員会・ 
          GE(森田)壮行会 

 伊勢崎プリオパレス 

12～19日  国際協議会(GE出席)  サンディエゴ 

19日(土)  米山記念奨学生 選考会  前橋問屋センター会館 

19日(土)  第１回地区補助金予備審査会  前橋商工会議所 

26日(土)  会員組織強化・女性ネットワーク合同委員会  前橋問屋センター会館 

『平和と紛争予防／紛争解決月間』 

2月 

2日(土) 
 （森田年度）委員会事業計画協議会 
                                    （グループ毎） 

 伊勢崎プリオパレス 

3日(日)  IM（第2分区B）  伊勢崎プリオパレス 

9日(土)  IM（第6分区）  並木苑 

11日(月)  新会員セミナー  前橋問屋センター会館 

16日(土) 
 第４回ガバナー諮問委員会・ 
                                  GE（森田）報告 

 伊勢崎プリオパレス 

16日(土)  （森田年度）地区チーム研修セミナー  伊勢崎プリオパレス 

23日(土)  ローターアクト年次大会  ホテルグランビュー高崎 

23日(土)  IM（第3分区）  ホテルグランビュー高崎 

『水と衛生月間』 

3月 

2日(土)  米山記念奨学生終了式・歓送会  ホテルメトロポリタン高崎 

3日(日)  IM（第5分区）  プレヴェール渋川 

9日(土)  IM（第4分区A・B）  レストランジョイハウス 

16～17日 
(土) (日) 

 会長エレクト・幹事エレクトセミナー 
                                  （PETS・SETS） 

 伊香保 福一 

23日(土)  第２回地区補助金予備審査会  前橋商工会議所 

30日(土)  IM（第1分区）  前橋商工会議所 

28～31日  IA海外研修  台湾 

31日(日)  IM（第2分区A）  桐生プリオパレス 
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2019年 

『母子の健康月間』 

4月 

13日(土)  （森田年度）第２回ガバナー補佐会議  伊勢崎プリオパレス 

13日(土) 
 （森田年度）第２回ガバナー補佐・ 
                                  委員長合同会議 

 伊勢崎プリオパレス 

14日(日) 
 青少年交換ホストクラブ 
                     第１回オリエンテーション 

 前橋問屋センター会館 

14～ 18日  規定審議会  シカゴ 

20日(土)  地区補助金最終審査会  前橋商工会議所 

21日(日)  新規米山記念奨学生カウンセラーセミナー  前橋問屋センター会館 

21日(日) 
 新規米山記念奨学生カウンセラー・ 
                      奨学生オリエンテーション 

 前橋問屋センター会館 

21日(日)  継続米山記念奨学生 資格審査面談  前橋問屋センター会館 

『青少年奉仕月間』 

5月 

10～11日  IA海外研修受け入れ  中央情報経理専門学校 

12日(日)  地区研修・協議会 
 境総合文化センター 
 伊勢崎プリオパレス 

『ロータリー親睦活動月間』 

6月 

1～5日  国際大会  ドイツ・ハンブルク 

8日(土)  米山記念奨学生指定校選定会議  ホテルメトロポリタン高崎 

8日(土)  米山学友会総会  ホテルメトロポリタン高崎 

15日(土)  第５回ガバナー諮問委員会  館林市文化会館 

15日(土)  現・新地区役員合同連絡会議  館林市文化会館 

16日(日) 
 青少年交換受入学生歓迎会・ 
                              夏期交換学生歓迎会 

 前橋問屋センター会館 

22日(土)  （森田年度）第３回ガバナー補佐会議  伊勢崎プリオパレス 

22日(土)  （森田年度）会員増強セミナー  伊勢崎プリオパレス 
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周年行事予定クラブ 

開催日 項目 場所 

 
2019年 

3月 

23日(土) 
 前橋中央ロータリークラブ 
 25周年記念式典 

 ロイヤルチェスター前橋 

25日(月) 
 高崎ロータリークラブ 
 65周年記念式典 

 ホテル グランビュー高崎 

4月 

6日(土) 
 高崎セントラルロータリークラブ 
 20周年記念式典  

 ホテル グランビュー高崎 

20日(土) 
 館林東ロータリークラブ 
 35周年記念式典 

 レストラン ジョイハウス 

23日(火) 
 渋川みどりロータリークラブ 
 25周年記念式典 

 プレヴェール渋川 

5月 

19日(日) 
 沼田ロータリークラブ 
 60周年記念式典 

 ホテル べラヴィ―タ 

 前橋西ロータリークラブ 
 55周年記念式典 

 未定 

未定 
 藤岡ロータリークラブ 
 55周年記念式典 

 未定 

未定 
 伊勢崎東ロータリークラブ 
 25周年記念式典 

 未定 
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新会員紹介 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

金井 厚志 
前橋南 
2018年12月26日 
建設業 
(株)ハウジング 
     プラス 
代表取締役 
今井 輝一 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

坂口 純雄 
桐生西 
2019年1月11日 
自動車販売 
株式会社 
  車のせんいち 
課長 
浦野 幸子 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

福島 浩司 
高崎 
2018年12月11日 
レストラン 
株式会社 
   ディライト 
代表取締役 
金井 克智 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

大久保 伊津美 
高崎シンフォニー
2018年12月7日 
芸術教育 
ピアノスクール 
       メヌエット 
代表 
豊泉 君代 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 
役職 

推薦者 

宮口 昌利 
高崎シンフォニー
2018年12月7日 
空調設備工事 
三建工業株式会社
代表取締役会長 
池田 貴明 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

長谷川 俊道 
太田南 
2018年12月4日 
教育 
社会福祉法人 
   毛里田睦会 
理事長 
村木 一夫 
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出席報告 

2018年12月末現在 

年度初 月初 月末 純増減会員数 女性会員 当月出席率

45 2112 2146 2131 -15 157 81.83

クラブ数
会員数

年

度

初

月

初

月

末

増

減

女

性

前橋 3 74.94 124 122 122 0 11

前橋西 3 75.24 58 58 58 0 5

前橋東 3 82.97 51 53 50 -3 5

前橋北 3 93.15 71 73 73 0 2

前橋南 4 90.05 44 44 43 -1 2

前橋中央 3 87.50 26 25 25 0 8

合計 83.98 374 375 371 -4 33

桐生 3 78.22 61 66 66 0 9

桐生南 4 67.45 35 36 35 -1 4

桐生西 3 89.72 63 63 61 -2 9

桐生赤城 3 76.98 42 43 43 0 8

合計 78.09 201 208 205 -3 30

伊勢崎 3 91.21 84 84 83 -1 3

群馬境 3 92.42 25 26 26 0 2

伊勢崎中央 3 79.37 85 87 86 -1 5

伊勢崎南 4 75.81 30 31 31 0 1

伊勢崎東 3 88.89 32 33 33 0 1

合計 85.54 256 261 259 -2 12

高崎 3 89.71 130 136 137 1 14

高崎南 3 70.66 73 75 74 -1 9

高崎北 3 63.73 72 72 72 0 0

高崎東 3 77.65 42 43 42 -1 3

高崎シンフォニー 3 78.26 43 44 45 1 5

高崎セントラル 4 100.00 36 37 37 0 0

合計 80.00 396 407 407 0 31

第

2

分

区

B

第

3

分

区

例

会

数

出

席

率

(％)

会員数

クラブ名

第

1

分

区

第

2

分

区

A

年

度

初

月

初

月

末

増

減

女

性

太田 4 84.21 73 76 75 -1 2

太田西 4 87.97 19 18 18 0 2

太田南 3 86.13 47 47 48 1 3

新田 3 82.14 31 28 25 -3 2

太田中央 3 86.42 55 54 54 0 3

合計 85.37 225 223 220 -3 12

館林 3 86.37 53 55 54 -1 2

大泉 4 74.12 34 34 34 0 3

館林西 4 90.78 21 20 20 0 1

館林東 3 84.31 21 20 19 -1 3

館林ミレニアム 3 88.59 27 27 27 0 1

合計 84.83 156 156 154 -2 10

渋川 3 95.07 64 64 63 -1 6

沼田 3 77.57 69 72 72 0 3

草津 3 43.75 15 15 16 1 2

中之条 4 86.96 21 21 20 -1 1

沼田中央 3 84.86 45 47 47 0 3

渋川みどり 3 76.29 36 37 37 0 2

合計 77.42 250 256 255 -1 17

富岡 3 98.24 44 46 46 0 4

藤岡 4 84.41 52 55 55 0 2

安中 3 64.20 53 54 54 0 3

藤岡北 3 83.93 15 15 15 0 1

富岡中央 3 77.03 35 35 35 0 1

碓氷安中 3 73.33 11 10 10 0 0

藤岡南 3 88.89 13 14 14 0 0

富岡かぶら 3 72.94 31 31 31 0 1

合計 80.37 254 260 260 0 12

第

5

分

区

第

6

分

区

例

会

数

出

席

率

(％)

会員数

クラブ名

第

4

分

区

A

第

4

分

区

B



コラム＜みんなの広場＞―皆様の投稿をお待ちします― 

 これから1年間ガバナー月信でお付き合いをお願いしますが、少しは為になる気持のほぐれ
る話を一話ずつこのコラムに書きたいと思います。このコラムにロータリアンの皆さんが投稿
してくださり、意見交換の場になればと思います。 
 私は、英米文学と英語学の教員としてスタートしましたが、後年になると、隣接の学問分野
に関心が湧き、異文化理解－日本人と外国人、言語と国民性の相違などを研究しました。僧侶
でもありますので、仏教のみならずほかの宗教へも関心があります。 
 このコラムでは、私の随想＜徒然に思い浮かぶこと＞とはいえ、ロータリー活動に関係のあ
ることを異文化理解・仏教の教えの観点から書かせていただきます。 
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コラム 

【第8話】国際社会における日本人を考える（その4） 

 12月号では、ハロウィンの起源と仮想の由来と盂蘭盆会や十日夜(とうかんや)との類似点、

クリスマス～サンタの贈り物は何か、について書きました。1月号(第7話)では、クラブの公式

訪問の例会卓話で話したことを忘れないうちにまとめたものを割り込みで掲載しました。今回

から元に戻り、「国際社会における日本人を考える」に戻り、(その4)として続けさせていた

だきます。 

 

〇多文化時代(Multicultural Age)が始まる 

 平成の元号も4月をもって終わります。平成の30年間には、バブル崩壊により、昭和48年12

月から続いた経済の安定成長期は終わり、失われた20年と呼ばれる低成長期に突入しました。

平成3年3月から5年10月は最悪の景気後退期でした。平成20年にはリーマン・ショックが景気

回復の腰を折りました。世界のどこかで紛争があり、貧困・飢餓が絶えることはありませんで

した。しかし、日本は比較的穏やかな30年であった思います。 

 4月から外国人労働者受入れ法案が施行されます。日本社会は外国人と共生の時代、文化的

には多文化時代(Multicultural Age)が始まります。人種の違う人がわが町にも大勢居住するよ

うになることでしょう。このような状況の中では、融和と共生のために市民レベルで理解と協

調の輪を広げる努力が大切です。ロータリーの目的である「異文化理解、親善、平和を推進し

よう」とする私たちの使命を発揮するべき時が来たのです。これからは、われわれは日本人で

あり、他は外国人という枠組みで物事を考えるのではなく、異文化を理解し合い共生する、し

かし、日本人のアイデンティティ(Identity)を失うことのない世界人(World citizen)にならな

ければなりません。 

 20年ほど前に大学で教えた内モンゴル出身の教え子が正月3日に突然訪ねてきました。日本

人と結婚し、お子さんが14歳になるそうです。内モンゴル、北京、上海で起業し、一時はうま

くいったが、大損をし、今では秋田県の大館市で会社を作り、うまくやっているとのことです。 
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その日は、彼の同級生の日本在住の中国人夫妻が年賀に来る日であったので、15年ぶりにみん

なで会うことができ、今年の最大のお年玉でした。「彼はどうしている」「彼女はどうしてい

る」と、同窓生の近況の話になりましたが、何十人もの同窓生仲間のほとんどのものが帰国し、

日本に残っているものは数名だとのことでした。日本の会社に就職して力をつけ、母国に帰り

うまくやっているようです。 

 多くの米山奨学生は卒業後日本の会社に就職するようですが、彼らも実業界で実践的な知識

技能を身に着けていずれ母国に帰るのでしょうか。奨学生採用面接で、卒業後の進路を尋ねた

時、「祖国に帰り日本との橋渡しになりたい」と返答されると、うれしく思いがちですが、若

者は広く世界に生きるべきです。多くの外国労働者を受け入れるようになった現在、日本語を

習得し日本文化を深く理解した留学生が日本にとどまってくれることはありがたいことで、日

本社会に大きな貢献です。 

 

〇青少年交換留学の意義―「個」の確立 

 ロータリーの青少年交換留学生を派遣していますが、一年後に帰国した時の変わりようには

驚きます。自立心が強くなり、人前で堂々と話せるようになるのです。今、日本の学校教育で

育てようとしている性質が「独立心」(Independence)「自立心」(Self-dependence)です。

それが1年足らずの留学生活でも身につくのです。 

 この拙文では、気候風土が人間の生活に深くかかわっていると考え、西洋の個人主義社会と

日本の集団主義社会の特徴と人間関係には以下のような特徴があると考えました。 

1.稲作民族(日本人) ＝集団指向社会(Group-orientated Society, Group-mentality) 

 ＝ 縦型社会(Vertical Society) 

 定住、同調性、相互依存(甘え)、皆と同じ、無口、集落共同体と和を重んずること、

 「内」意識と同心円、土着性、郷土意識、運命共同体意識、全体責任：平行集団平等意識、

 相互扶助の精神、誰でも平等(Egalitarianism) 

2.遊牧・牧場民族(西洋人) ＝個人指向主義（Individual-orientated Society,） 

 ＝横型社会(Horizontal Society) 

 移動、混血、自立、独立、他と異なる、対立、多弁、 

 

○日本人の集団性と依存(甘え)は幼年教育から始まる 

 オーストラリア出身で人生の大半を日本で暮らす教員が日本人の集団性、自立心の欠如につ

いて述べた文がありますので要約して紹介しましょう。 

 最初に驚いたことは、幼稚園のシステムです。すべてお揃いの制服―ズボン・スカート・靴

下・帽子・カバンの幼児たちが送迎バスを待っている。すべてが同じである。親たちは誇らし

げに付き添っている。幼稚園は集団生活の出発点のようだ。幼稚園においては、「みんなで～

しましょう」の先生の掛け声で受け答えをし、行動する。 

 小学校に入ると、この集団精神(Group mentality)はさらに方程式化される。幼い時から個

性(Individuality)は抑圧されるのだ。40人クラスはショックだった。オーストラリアなら、25

人を超すと、先生はストライキを起こすでしょう。ここが西洋と異なるところです。これほど

児童が多くては、個性を伸ばせないからです。 

 自分の子供が小学校に入った時、日本人児童は自分で判断して、他に頼らずに行動すること

ができないようだと気がつきました。通学時は、近所の子供は上級生の班長のもと一列になっ

て集団登校します。遠足や旅行でも、グループに別れ班長が決まります。子供は自分で行動し

たり、自分で考えることが許されないように見えます。 
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 このように教育された子供の多くは、中学校に行くころまでには自分で考えることができな

くなってしますのです。中学校でもしばしば教えましたが、質問すると生徒の手が挙がらない

のです。教室は針を落とすと音が聞こえるくらいシーンとしてしまうのです。オーストラリア

なら、生徒は熱心に手を挙げ、答えたがります。彼らは自分に自信を持ち、自己表現をする機

会を待っているのです。クラスのものはその答えに耳を傾けるのです。答えが間違っていても

誰も気にしません。 

 高校生、大学生になると、この症状はひどくなります。私語する者、居眠りする者、スマホ

を見るものなどがいる日本の大学の教室は、オーストラリアの大学とは全く対照的です。彼ら

は、先生の話を一言も聞き漏らすまいと集中しているのです。・・・・・ 

 氏は、この依存と無関心を打破する方策として、海外ホームステイを考え、学生を海外に送

るようになったそうです。海外留学の効用は語学の上達だけではありません。個人主義社会の

中で生活することによって、自立心が育つことが最大の効用ではないでしょうか。 

 ところで、私たちの地区ではロータリー・リーダーシップ研究会(The Rotary Leadership 

Institute, RLI)を開催しています。大教室の講義形式授業に対応するものとして少人数授業方

式(ゼミナール)がありますが、これを採り入れたのです。日本人には、講義形式の方が気楽に

参加できますが、気の抜けないゼミ方式の方が発言の機会が多く緊張感がありますので、参加

意識が高まり、勉強会は身になります。RLIはこの方式を取り入れたのです。 

 

〇最後に『国民性ジョーク』を紹介します 

 各国民はどんな国民性ですか？ 

 船長がフランス人男性に言ったことの意味は何でしょうか。(ネットから) 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【豪華客船が航行中に、大火災が発生しました。船長は、船員を指揮して、救命ボートを海に

降ろし、老人・子供・女性の乗客を次々に手際よく乗せていきました。残された男性乗客たち

を乗せるボートはもうありません。船長は船と運命を共にする覚悟をしましたが、一人でも多

くの乗客を救いたいと思いました。そのためには、船に残っているよりは、海に飛び込んで貰

おうと決断しました。船長は、残った男性乗客を円滑かつ穏便に海へ飛び込ませるために、乗

客の国籍ごとに別々に話し掛けました。】 

 

イギリス人には、「紳士はこういう時に飛び込むものです」 

ドイツ人には、「規則では海に飛び込むことになっています」 

イタリア人には、「さっき美女が飛び込みました」 

アメリカ人には、「今、海に飛び込んだらヒーローになれますよ」 

ロシア人には、「ウオッカのビンが流されてしまいました。今追えば間に合います」 

フランス人には、「海に飛び込まないで下さい」 

日本人には、「皆さんもう飛び込みましたよ」 

中国人には、「美味しそうな魚が泳いでいますよ」 

北朝鮮人には、「今が亡命のチャンスですよ」 

船員 ： 「船長！ まだ韓国人が残っていますが！」 

船長 ：「生き残られると迷惑だ。服が濡れたと賠償請求されてしまう！」 

＊＊このフランス人の国民性は何事も「個人の判断」を尊重する。誰かに言われてそれに従う

のではなく、正しいか誤りかは全て自己の判断に決める性格です。 

＊＊日本人の国民性は「みんなと一緒」「集団に順応する」という特徴を表しています。 



会長エレクト・幹事エレクト研修セミナー(PETS・SETS) 
(3/16(土)～3/17(日))のご案内 

ガバナーエレクト 
森田 高史(伊勢崎RC) 
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森田ガバナーエレクトからのお知らせ 

 本日現在、私は１月の国際協議会より帰国しておりますが、月信原稿の締切りの関係で、

国際協議会のご報告は、３月月信とさせて頂きます。 

[  会長エレクト・幹事エレクト研修セミナーのご案内  ] 

日 時：2019年3月16日(土)PM1:30開会～ (昼食無) 

 (1泊2食) 

        3月17日(日) ～AM11:55閉会 (昼食無) 

場 所：伊香保 福一 

対象者：会長エレクト・幹事エレクト 

～ 

ガバナーエレクト年度もいよいよ後期となり、ガバナーエレクトが招集する、いわゆる3大研
修がこれから始まります。 
 3大研修の内容は以下の通りでありますのでご参照ください。 

日 時 研修名 対象者 目    的 

2/16(土) 
地区チーム 
研修セミナー 

地区役員 

ガバナー補佐と地区委員会リーダーが、役割と責
務について学び、地区リーダーシップチームとと
もに、地区目標および地区リーダーシッププラン
の設定にあたる。 

3/16(土) 
～3/17(日) 

会長エレクト・幹事 
エレクト研修セミナー
（PETS・SETS） 

  会長エレクト・ 
幹事エレクト 

クラブ会長エレクト・幹事エレクトが責務につい
て学び、ガバナー補佐とともに目標設定にあたる。 

5/12(日)  地区研修・協議会 
クラブ役員・ 
クラブリーダー 

クラブ会長エレクト・幹事エレクトがPETS・
SETSでの研修を土台として、さらにリーダー
シップのスキルを学び、その他の次期クラブリー
ダーが責務について学ぶ。次年度クラブリーダー
全員で次年度の目標をさらに練り上げる。 



2019-2020(森田)年度 地区主要行事予定表(案) 
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2019 

2 

2 土 終日  地区委員会事業計画協議会(グループ毎）  伊勢崎プリオパレス 

16 土 午後  地区チーム研修セミナー  伊勢崎プリオパレス 

25 月 午後  第３回地区研修委員会  伊勢崎プリオパレス 

3 

16～
17 

土～
日 

  
 会長エレクト・幹事エレクト研修セミナー 
                                           (PETS・SETS) 

 伊香保 福一 

26 火 午後  第４回地区研修委員会  伊勢崎プリオパレス 

4  

13 土 午前  第２回ガバナー補佐会議  伊勢崎プリオパレス 

13 土 午後  第２回ガバナー補佐・委員長合同会議  伊勢崎プリオパレス 

23 火 午後  第５回地区研修委員会  伊勢崎プリオパレス 

5 12 日 終日  地区研修・協議会 
 伊勢崎市境総合文化センター・ 
 伊勢崎商工会議所・ 
 伊勢崎プリオパレス 

6  

1～5 
土～
水 

   国際大会  ドイツ・ハンブルク 

15 土 午後  現・新地区役員合同連絡会議  館林市文化会館 

22 土 午前  第３回ガバナー補佐会議  伊勢崎プリオパレス 

22 土 午後  地区会員増強セミナー  伊勢崎プリオパレス 

7  

1 月    森田ガバナー事務所開設  前橋問屋センター会館 

       ロータリー財団委員会 全体会議   

       ロータリー財団委員会 正副委員長会議   

13 土    インターアクト年次大会  太田市立太田高等学校 

20 土 午前  第１回ガバナー諮問委員会  伊勢崎プリオパレス 

       青少年交換委員会(長期派遣学生壮行会)   

8  

3 土    RLIディスカッションリーダー研修会  前橋問屋センター会館 

       米山指定校説明会   

10 土 午後  ロータリー財団セミナー  前橋商工会議所 

24 土 午後  女性会員増強地区会議・地区女子会  伊勢崎プリオパレス 

      
 青少年交換委員会 
  （長期受入学生歓迎会・派遣学生帰朝報告会） 

  

31 土   
 群馬県ロータリークラブ野球大会 開会式 
                                      (予備日9/28) 

 桃の木川グランド 

2019.2.1現在 
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2019 

 

9  

7 土 午後  第１回新会員セミナー  伊勢崎プリオパレス 

14 土 午前  第２回ガバナー諮問委員会  伊勢崎プリオパレス 

14 土 午後  第３回ガバナー補佐・委員長合同会議  伊勢崎プリオパレス 

       米山記念奨学生カウンセラー研修会    

       米山研修セミナー   

22 日 終日  RLIセミナー PartⅠ  前橋問屋センター会館 

10 

14 月 終日  地区大会記念ゴルフコンペ  軽井沢72ゴルフ東・西コース 

20 日 終日  RLIセミナー PartⅡ  前橋問屋センター会館 

26 土 午後  地区指導者育成セミナー  伊勢崎プリオパレス 

26 土 夜  RI会長代理歓迎晩餐会  伊勢崎プリオパレス 

27 日 終日  地区大会  太田市新田文化会館 

27 日 夜  懇親会  伊勢崎プリオパレス 

       青少年交換派遣学生選考会   

11 

9 土 午前  ロータリー財団補助金管理セミナー  伊勢崎プリオパレス 

16 土   
 群馬県ロータリークラブ野球大会 閉会式 
           (予備日10/20・11/2) 

 前橋北部運動場 

       RYLA研修セミナー   

24 日 終日  RLIセミナー PartⅢ  前橋問屋センター会館 

12  

    午後  米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション   

    夕方  米山学友会忘年会   

 
2020 
  
 1  

11 土 午後  第３回ガバナー諮問委員会・GE壮行会  伊勢崎プリオパレス 

19～
25 

日～
土 

   国際協議会  アメリカ・サンディエゴ 

       第１回地区補助金予備審査会   

2 

15 土 午前  第４回ガバナー諮問委員会・GE報告   

       地区チーム研修セミナー   

       ロータ－アクト年次大会   

       米山記念奨学生終了式・歓送会   

23 日 午後  第2840地区創立20周年記念式典  伊勢崎プリオパレス 

  
土・
日 

   各地IM(8か所)   
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2020 

3  
      

 会長エレクト・幹事エレクト研修セミナー 
                                          (PETS・SETS) 

  

       第２回地区補助金予備審査会   

4  

      
 青少年交換ホストクラブ 
                              第１回オリエンテーショ ン 

  

       地区補助金最終審査会   

25 土 午後  第２回新会員セミナー  伊勢崎プリオパレス 

      
 新規米山記念奨学生カウンセラーセミナー・ 
                                        オリエンテーション 

  

       新規米山記念奨学生オリエンテーション   

       継続米山記念奨学生 資格審査面談   

5        地区研修・協議会   

6  

6～
10 

土～
水 

   国際大会  アメリカ・ハワイ 

       地区会員増強セミナー   

20 土 午後  第５回ガバナー諮問委員会  伊勢崎プリオパレス 

20 土 午後  現・新地区役員合同連絡会議  伊勢崎プリオパレス 

       米山学友会総会   

       米山記念奨学生指定校選定会議   

       青少年交換受入学生歓迎会・夏期交換学生歓迎会   

※ 2019年6月30日までについては、森田ガバナーエレクトが主催する行事についてのみ、表

 記しており、宮内ガバナーが主催する行事については表記しておりませんのでご注意くだ

 さい。 



 国際ロータリー第2840地区2018－19年度、森田ガバナーエレクト主催による「クラブ運営
セミナー」が開催されました。参加者は、各クラブ次年度会長・幹事の90名を対象とし、ガナ
バー、ガバナー補佐、研修委員、財務委員、地区幹事を合わせ109名の出席で開催されました。 
 はじめに、宮内ガバナーのご挨拶、森田ガバナーエレクトのご挨拶、趣旨説明、竹内地区研
修リーダーのご挨拶と続きセミナーがはじまりました。 
 趣旨説明の中で、このクラブ運営セミナーはRIバリー・ラシン会長の「クラブの現状を把握
し、将来のクラブの成長と変化の必要性について、クラブのリーダー自らが考え、より良いク
ラブ運営が行えるように」との要請に応じて開催されることが説明されました。その後、竹内
地区研修リーダーによるクラブを成功に導くリーダーシップを会長、幹事向けに講話を受け、
森田ガバナーエレクトからは45クラブの現況報告書とアンケートからまとめた詳細なデータ表
「クラブ現況指標」が配られ、会員数順、分区別の資料をもとに数字を用いて説明がなされま
した。また、クラブの予算編成として高橋地区財務委員、会長エレクトアンケートの結果報告
を新井地区幹事と続き、双方向協議も多くのご意見を頂きました。最後に宮内ガバナー から講
評を頂き定刻に会議を終了することができました。 
 初めての試みであった本セミナーについてのセミナー後のアンケートにおいては、セミナー
内容や開催時期についても概ね好評を頂き安堵しております。また、今回初めて作成した「ク
ラブ現況指標」は、今後のクラブ運営に大いに役立つのではないかと感じました。ご協力大変
ありがとうございました。 
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(森田年度)クラブ運営セミナー 

開催日：平成30年12月15日(土) 10:00～12:00 
場 所：伊勢崎プリオパレス 
報告者：地区副幹事 田中 泰亨 

【会議次第】 司会：地区副幹事 髙橋 しげみ 
ガバナー挨拶 ガバナー 宮内 敦夫 
ガバナーエレクト挨拶・趣旨説明 ガバナーエレクト 森田 高史 
地区研修リーダー挨拶 地区研修リーダー 竹内 正幸 
地区運営とクラブ運営について ガバナーエレクト 森田 高史 
クラブを成功に導くリーダーシップ地区研修リーダー 竹内 正幸 
クラブの課題を抽出する ガバナーエレクト 森田 高史 
クラブの組織編成 ガバナーエレクト 森田 高史 
クラブの予算編成 地区財務委員 高橋 郁夫 
会長エレクトアンケートの結果報告地区幹事 新井 良和 
双方向協議(質疑応答含む) 地区幹事 新井 良和 
私の考える会長・幹事の心構え ガバナーエレクト 森田 高史 
ガバナー講評 ガバナー 宮内 敦夫 



 国際ロータリー第2840地区2018－19年度森田ガバナーエレクト主催による「第1回ガバ

ナー補佐・委員長予定者合同会議」が開催されました。参加者は次年度ガバナー補佐8名、地

区委員会委員長16名を対象とし、ガバナー、パストガバナー、研修委員、財務委員、地区幹事

を合わせて49名の出席で開催されました。 

 はじめに、宮内ガバナーのご挨拶、森田ガバナーエレクトのご挨拶、竹内地区研修リーダー

のご挨拶と続き会議がはじまりました。 

 その後、地区の運営において密接な関係を築いてゆく必要がある、ガバナー補佐と各委員会

委員長の自己紹介より会議が始まりました。森田ガバナーエレクトより地区運営方針の3つの

キーワード「連続性」「双方向」「より良く」の提示があり、地区運営、クラブ運営に関する

明示もありました。 

 竹内研修リーダーよりガバナー補佐・委員長の役割のお話があり、曽我PG、田中PGよりも

経験に基づくお話を戴きました。 
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(森田年度)第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 

開催日：平成30年12月15日(土) 13:15～16:15 
場 所：伊勢崎プリオパレス 
報告者：地区副幹事 須藤 正也 

＊合同会議次第                       司会 地区副幹事 高橋 しげみ 

1. 開会  9. 出欠システム       

2. ガバナー挨拶 10. ガバナー補佐・委員長役割                              

3. ガバナーエレクト挨拶 11. 公式訪問・IM・ロータリーデイ                         

4. 地区研修リーダー挨拶 12. 委員会事業計画協議会について                          

5. 出席者自己紹介 13. 委員会事業予算作成について                          

6. 地区運営方針 14. 双方向協議                        

7. 地区組織・行事予定・副地区幹事分担等 15. 講評                         

8. 予算案 16. 閉会       
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ガバナー月信に関して 

● 原稿の締め切りは、毎月 15 日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メール添付し 

 ガバナー事務所 miyauchi@rid2840.jp まで送信してください。なお、写真等の画像がある

 場合は、デジタルデータでお送りください。 

●新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月 15 日です。(15日以降のご連絡分につきましては、

 次月号の掲載となります。)新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、勤務先、役職、

 推薦者氏名を記入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームページの専用欄かメールにて

 お送りください。なお、訃報につきましてはクラブ会長様に 250 字以内で追悼文を作成い

 ただき、ご連絡をお願い致します 

■ この月信のPDFデータを印刷してクラブの第一例会で会員の皆様に回覧いただきたく存じま

 す。よろしくお願いいたします。 
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ガバナー事務所よりお願い 

表紙写真解説：多々良沼の白鳥 

 毎年11月上旬から3月下旬頃までの期間、何千キロも離れたシベリアから海を越え、はるば

る飛んできたハクチョウを見られるスポットがあります。 

 それが館林市と邑楽町にまたがる、周囲約6キロの「多々良沼」です。 

 こちらで見られるのは主にコハクチョウという種類で、体長は約1.2メートル、翼を広げた

長さは約1.8メートルにもなり、迫力があります。 

 1978年12月に初めて飛来したのが2羽。 

 以降、年々飛来数が増え、1990年には100羽を超えました。 

 例年11月初めにやって来て、翌年3月中旬から下旬に帰ってしまうので、期間限定で楽しめ

る冬の風物詩として知られています。 

mailto:メール添付しガバナー事務所miyauchi@rid2840.jp

